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「
勤
次
郎Enterprise

」は
、
就
業
と
人

事
・
給
与
の
総
合
Ｅ
Ｒ
Ｐ
ソ
フ
ト
で
、
現

在
、
全
国
４
０
０
０
社
以
上
の
導
入
実
績

が
あ
る
日
通
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
の
看
板

商
品
だ
。
Ｅ
Ｒ
Ｐ
と
は「Enterprise 

Resource Planning

」の
略
で
、
ヒ
ト

や
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
な
ど
企
業
の
有

す
る
資
源
を
総
合
的
に
管
理
・
配
分
し
、

経
営
の
効
率
化
や
最
適
化
を
図
る
方
法

の
こ
と
。「
勤
次
郎Enterprise

」を
活

用
す
る
こ
と
で
、
就
業
と
人
事
・
給
与

の
業
務
処
理
の
効
率
化
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
た
生
産

性
の
向
上
や
戦
略
的
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
、
企
業
競
争
力
も
大
き
く
高
ま

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
年
７
月
、「
勤
次
郎Enterprise

」

の
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」が
加
わ
っ
た
。

同
社
の
加
村
建
史
新
事
業
企
画
部
長

は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
に
よ
る
休
職
や
離
職
は
、
生

産
性
の
低
下
や
風
評
被
害
、
健
康
保
険

組
合
の
負
担
増
な
ど
、
社
員
や
企
業
、

国
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
ま
す
。
当
社
で
培
っ
て
き
た

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
か
し
、
貴
重
な
人
材
を

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
か
ら
守
ろ
う
と

考
え
た
の
で
す
」と
、
同
製
品
誕
生
の

背
景
と
狙
い
を
説
明
す
る
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

専
門
医
監
修
の
ツ
ー
ル
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
に
最
適
な
支
援

セミナーで「メンタルヘルスケアシ
ステム」の概要について説明する営
業推進本部マーケティング部の國
井達哉部長

「勤次郎Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ」は、就業管理ソフト「勤次郎」、人事
管理ソフト「人事郎」、給与計算ソフト「Ｑ太郎」などが含ま
れている。必要に応じてそれぞれ別々に導入することも
できる

日
通
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
は
１
９
８
１
年
の
設
立
以
来
、就
業
管
理
シ
ス
テ
ム
や
給
与
計
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開
発
・
販
売
を
通
じ
て
、企
業

向
け
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。２
０
０
４
年
に
誕
生
し
た
、
就
業
と
人
事
・
給
与
の
機
能
を
ベ
ー
ス
に
経
営
の
効
率
化

を
支
援
す
る
ソ
フ
ト「
勤
次
郎Enterprise

」。そ
の
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」が
加
わ
っ
た
。同
シ
ス
テ
ム
は

職
員
の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
予
防
か
ら
ケ
ア
・
対
策
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、介
護
業
界
に一
石
を
投
じ
そ
う
だ
。文
：
編
集
部
　
撮
影
：
関
口
宏
紀

就
業
・
人
事
支
援
ソ
フ
ト
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す

日
通
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
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７月23日に開
かれた同社主
催のメンタル
ヘルス対策セ
ミナー。東京と
名古屋、大阪
の３会場で同
時開催され、
各会場には多
くの人が詰め
かけた

就
労
環
境
の
総
合
的
な
分
析
に
基
づ
き

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防
か
ら
対
策
ま
で
一
括
支
援

加村建史新事業企
画部長

(C) 2014 日本医療企画.
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医
療
・
介
護
業
界
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
者
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高

い
業
界
。
こ
う
し
た
課
題
解
決
へ
向
け

て
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、
同
社
で
は
今

後
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」を
介
護
業
界
に
普
及
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。「
全
国
に
あ
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
訪
問
指
導

も
完
備
し
て
い
る
の
で
、
同
シ
ス
テ
ム

は
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
で
も
安
心
し

て
利
用
が
で
き
ま
す
」と
、
加
村
部
長

は
話
す
。
同
シ
ス
テ
ム
の
料
金
は
ク
ラ

ウ
ド
利
用
の
場
合
、
１
人
当
た
り
３
０

０
円
と
、
低
価
格
で
利
用
で
き
る
点
も

う
れ
し
い
。
さ
ら
に
、
同
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
対
象

者
の
抽
出
基
準
や
分
析
デ
ー
タ
の
見
方

や
活
用
法
な
ど
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
も
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

今
後
、
介
護
報
酬
は
ま
す
ま
す
厳
し

い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
な
か
、

人
材
の
効
率
的
な
配
置
や
ス
ト
レ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
人
的
資
源
管
理
の
成

否
が
介
護
事
業
の
経
営
を
左
右
す
る
は

ず
だ
。
こ
れ
ら
を
成
功
に
導
く
た
め
に

も
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
だ
ろ
う
。

の
最
大
の
特
徴
は
、
予
防
か
ら
ケ
ア
・

対
策
ま
で
一
連
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
対
応
し
て
い
る
点
だ
。
大
ま
か
な

流
れ
は
以
下
の
と
お
り
。

同
ソ
フ
ト
の
就
業
・
人
事
デ
ー
タ
か

ら
勤
務
状
況
な
ど
の
労
働
環
境
や
、
人

事
異
動
な
ど
の
職
場
環
境
、
引
っ
越
し

な
ど
の
生
活
環
境
と
い
っ
た
変
化
を
総

合
的
に
分
析
し
、
ケ
ア
対
象
者
を
抽
出
。

次
に
、
事
業
者
が
専
門
医
の
監
修
で
作

成
さ
れ
た
面
談
シ
ー
ト
を
使
っ
て
ス
ト

レ
ス
状
態
を
評
価
す
る
。
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
変
調
が
見
ら
れ
た
人
に
は
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
は
９
項
目（
抜
粋
版
）と
80
項

目（
短
縮
版
）、
１
２
０
項
目（
標
準
版
）

の
３
種
類
が
あ
り
、
対
象
者
の
ス
ト
レ

ス
状
態
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

診
断
結
果
は
、
専
門
医
が
監
修
す
る

判
定
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
通
じ
て
、
個
人

は
も
と
よ
り
、
部
門
や
拠
点
別
、
時
系

列
な
ど
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
可

能
。診

断
結
果
を
も
と
に
産
業
医
や
専
門
医

が
面
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

り
、
事
業
者
が
配
置
転
換
や
シ
フ
ト
是
正

な
ど
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
へ
の
ケ
ア
と
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
完
備

介
護
業
界
へ
の
普
及
も
視
野
に

図　ストレスチェック・メンタルヘルスチェックの流れ

労働環境の改善

ケアシステムによるストレス要因抽出

事業者

①労働生産性の向上
適正な人員配置、多様な勤務への対応
②長時間労働の抑制
労働時間の把握と対策の検討
③モチベーション向上
適正な人事評価、人材育成の充実化 ●システムによる対象者の

　自動抽出
●留意メッセージ送信
　（メール）※１

ワークライフバランスの推進

メンタル
ヘルスケア

1.予防対象者の抽出

生活環境
●結婚／引越等　●家族の不幸
●傷病

職場環境
●昇格／降格　●人事異動
●健康診断結果

労務環境
●過重労働　●休出日数　●欠勤回数

●個人のメンタルヘルス状況確認
●部門／拠点別の傾向
●月／年度別の傾向

４.ストレス自動診断
●産業医／専門医によるケアサービス
　…面談、カウンセリング
●労働環境改善の取り組み
　…配置転換、シフト是正

５.ケア＆対策

状態に合わせた段階的チェック
①新職業性ストレス簡易調査票
　（抜粋版：９項目）
②新職業性ストレス簡易調査票
　（短縮版：80項目）
③新職業性ストレス簡易調査票
　（標準版：１２０項目）

３.ストレスチェック

面談シートによるストレス評価
●人事労務部／部門長による面談
●ストレスによる変調確認 ※２

※１：抽出された対象者が必ずしもメンタルヘルス不調者ではない
　　ストレスによる変調が見られなかった場合には、ワークライフバランス推進の取り組みを実施
※２：ストレスによる変調が見られた場合は、状態に合わせたストレスチェックを実施（３.ストレスチェック）

ストレス事前チェック

ストレスチェック
2.事業者による対応

(C) 2014 日本医療企画.




